
(
新

刊
紹
恥

)

｢
若

菜

貨

殖

再

読

前

祷
｣

松

未

聞

今

日

､
他

方
経
済

史

み
拝
密

に
/ig/
て
薯

に
鳩

車
と
さ
れ

石
筆

は

､
日
東

の
社
会
全

休

に
と

二
･1
葦

モ
苧
恵
的
な
向

題
と
な

っ
て

い
ち

も

Si
を

'
島

化
成

に
it
い
て
許

婚
に
検

証
し
て

璽
′
三

け
さ
方

で
万

石
q
師
譜

比
載
藷
清
史

や
机
兜

は
.
箪

1
に
Tf_
､
子

の
相
成

の
寛

人
凄

モ
し

ろ
名
も
な
き

土
豪

ア
壬

活
を
う

か
が
･つ
た

め

の
I
舞

ニ
ヒ
は
.
日
額
社

会
筆
者
史

の
至
碑
的
理

解
を
堰

摺
る
た

め

の
席
質

と

な
石

と
こ
ろ

に
意
義

が
市
石

〝

∩
ま

｡
､
成

々
は
音
咋

域

ご
と

い
L
史

の
克

明
〓

lて
が

日
東

の
奨

学

を
青

安

さ
せ

る

刀
を

斉

ハ
と
碑
JiLq.し
て

･
そ

の
酷
宅

に
当

り
た

い
()
そ

の
意

味

に
於

て
､
咽
治

十

五
茸

に
刊
行
き
れ
た

｢
夫

日
中
鹿

頼
恵

｣
郎
日
中

唾

C.;
蘇

電
着

J
特

に〓
社

会
奮
青

史

の
布
密
着

に
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と

二

J
世
帯

の
書

で
有

る
川
上
に
J
｢
青
森
県
和
暦
誌
前

頚
L

Ld
他
方
牽
音
質
の
耗
常
を
志
す
着
に
と
1

て
聴
療

C:i

書

と
な

る
で
祈
ろ
う

｡

本
書

の
残

っ
た
粥
冶

〓
十
七
年

八
百
以
碕

モ

.
張
番
の
,

郷
土
史

の
刊

行

を

承
て

い
石
が
､
(
こ
し毒

東
晴

代

F:i
穫
清

垂

に
岡
す

る
眼

-

し
正

吾

は
依
魂
最
高

の
台
東

iL云

F,･
地

位
を

津

∩
て
い
な

い
(･

亨
就
任
と
佃
値

(S
泰

tt7,史
勅

で
奉

り
在
が
､り

'
出
版

さ
れ
ず

に
い
予

っ
雪

に
､
そ

の
原
本

は

下
車
観

象

の
た

め
鹿

失
す

ち
た

誓

(‥
仁
.レ
し
か

し
ー
幸
い

に
し
て
東
大

の
土
産

喬

辞
表

揮

S
′芋
il
J

っ
て
戟

前

に
h
j

の
写
本
が

と

､口
火

て

い
亡

rhI
で
小
宅

凄

異

七
品軍
藩
孝
標

会

は
東
大
所
蔵

本
首
底

本
と

-

て
淫
､割
判
一口
L

iLT
.
す
な
,

わ
考

､

｢
承
ち

の
･<
双
書

L

寓

十

一
隻

(
拍

車

三
十
六
卑

十

月
十

五
日
発

行
)

月
､び
貰

十

二
廉

〔
甲

刊

三
十

と
/野
口

月

l
日
者
得

)
が

そ
れ

で
赤

石

.
ま

さ

に
∵

諏

マ
･榊
7,万
蛋

索

B
L
の
蹄
覚
書
ヒ
と

っ
て
待
豪

の
r
l
と
t.'J
祈
rJ

E
｡

そ
it,
ノ
＼

､
本
書

の
宙
纂

は

･
開
追
+

七
年
本

tnj
E.初
代

牧

准

看

と

し
て
赴

任

-
后
盤
射
落

僧

が

･

｢
城
塞

の
二
と

は
経

国

の
大
手

で
有

り

､
入
官

の
幸

不
幸

の
か
か

わ
石

と

こ
て
二
し
秀

吉

か
ら

J
苛

酷

に
幅
石

の
左
牽

t:.
ち
た

め

に
は
J

∃

寸

tて
q
埜

三

日
ま

♂
廟

制

空

純
究

-
て
.
民
席

i1
凄
合

し
た
膜
質

を
と
る
JJ

{
至
で
布

石
｣
と
の
信

念

に
塞

げ
写
し
､

旧

弘
前
尊

土
着

西
宮

罪

に
そ

の
編

長
安
】命

じ
た

S
に
噛
ま

ち
.｡

.葛
西

は
江
戸

の
昌

平
常

に
等

.ん
巳､
備
竜

で
あ
ノ石
が
､

燭
義

持
弘
前

天
草
頼

tx)
朝
濁

-
て
育
英

の
事
に
あ
た
り

舵
/軍
は
青

森

に
仕

/九
で
詩

享

を
東
宝
巨

.
中
書

の
雌
に
モ
J

岸
畑
の
如

1

｢
青
草

宵
悪
者

具
し

｢
青
森
暦
範

｣
な
ど
の

苗
書

が
事

=
･
'
七

正
六
千

一3
月

一
十
.四
才

で
質

し
た
慣
れ

た
羅
宅
蕃

t.J
赤
寄

｡

こ

の
丈

が
rLF,

け
加

は
､
｢
青
森

県
相

席
読

L
鴇
嘗

E.>十
手
駕
も
蓬

に
寄

蔵
出
藷

な
か

っ
た

の
で

口

十
J
か
う
り
か

1.

重

野
.ll_
'
玄

/＼
但
部
将

の
各

地
を
覆
話

し
て
多
数

の
史
射

軍
兵

lS
J
明
憲

二
十

三
茸
ユ
ハ
胃
痛

を
起

し
､
同

二
十
六
年

+

早
晩
塙

､
二
十

亡
′茸
八
月
刊

行

し
た
の
で
布

石
が

'

｢

勇
盲
ナ
茸
中
衛

幕
臣
｣
を

ほ
じ

粛
と
し
て
栗

に
百
十

八
の
史

料

左
堰
頚

-
て
折
り
'
十

五
着

か
ら

或

∩
て
い
石

｡
二
の

南

､
歳

月
彦
経

至

1
と
満

十

毎

･
牧

糖
貢

の
代
吉

こ
と
三

人

で
-折
り

､
轟

醇
白
身

の
な

萩

/
＼
な

ら

ぬ
堵

わ

も
き

ち

- 6l-



二
と

な

が
ら

＼
県
巻

尾

の
こ

の
事

常

に
禾

-
E
無

音

寺
薄

暮
な

も

の
で
訴

ご

t_i
,り
し
く

､
刊
行
導
韓

(,
軒
常
在

和

正

呼
吸
硯
若
竹
粛

鍔
次

席

の
存

宝

に
室

､
本
書

の
東

軍

覆
見

て

｢
七

日
味
相
磯
志

｣

の
足

り
な

.,l
LLH
,こ
う
を
薄

､つ
二
と

･雪
巨
細

の

一
C
に
塙

什

て
い
否
こ
と

rJ/
モ
＼つ
if,か

わ
れ

一台
Q

ニ
J
の
同
者

は
､
永

夜
毎

同

か
ら

神
学

璽

滞
雷
県

i
l
重
石

ま
で

の
凡
そ
四

有
余

年
固
･

津
庭
南
部

両
地
キ
ク

或

･kJ
t

寧
清

､
箕
書

LT.ど
素
志

そ
先

制

ヒ
園
倭

の
索

弓

J
出
喪
､つ

ち
押
=

オ
旧
託

を
般

環

し

て
日
石

o
n
,山
は

､
聾
LtiJ
tO,J史

料

の
牧
韓

で

は
丘

<

､
衷

県
蕃

東
経

代

rb
粗
舘
制
喪

6i大

綱

と
そ

S
杏

革

を
と

ら

え
う

ち
16,つ
ヒ
配
列

Y
J
れ
た

も

の

で

､
津

軽

､
栗

石

､
帝

都

J
÷

ア

､
七

戸

＼
封

商

の
古
海

を
比
較
考
察

-
J
産

匝
な
簡
説

左
通

七

で
い
ち

｡
津
乗
切

方

に
威

し
て
斉

細
で
弄

り

､
南

恕
地
方

に
関

し

て
簡

略
年

度

ii
つ
い
て
は

､
誰
新

rt
懐
療

蘭
関

係
の
書

類

が
鼻
馨
と

共

に二
没
収

さ
れ

､

_日
報

が
諌

渦
な

た

炉
で
京

石
と
頑
.I(
ら

れ

て
拘
り

､
ま
た
壊

勅

環

礁

巧
倖

IF1着

と

し

て
_

J
清

に

二
二
戸
の
整

調
円
源
茨

-
膚

形
茂
日
商

､
室

戸
の
工
藤

廉
価
､

rJ'l戸

の
浅

山
正
美

､
海
藻

魂
澄
､
a
Jt五
溜

江

､
■
田

名
部

の

義

経

滴
左

徳
m
J

弘
前

の
偽
線

要
吉

､

〓
B
.答
辞

J
管

森

1.
.i

._
,

･･

儀

劫

T,(
竃

を
屑

廿
て

い
t1..1.Tr･
..

水
音

の
璃

蔵
は
~
由
利
露

ノ積

善

EJj
壱

↑
畢
ら

白
魔

ii〓
同

寸

ち
モ

の

)
､
雑
虎

夫
誉
(

戸

tj
;危
早
b
藷
献

上
ヒ
軍
石

田
渦

T
.t掻

い
･'早.1
4

-
二

㍉

,.
.;.･[:
I.一!
.i.I.i
;

A.._I
,二
,J
I†.
.-ニ

ー
誰

舞

四
菅

｢
藷

普
請

i
2
Jり
凶
化
莫

害

に
吉

事

智
東

そ

S
も

の

で
Tj
な

い
ポ

ー
瀬
端

に
首
妾

夢
讐

呈

七

ち
宅

巧
)
嶺
華

二
で

の
皇

十

王
拳

i･
リ
蕨
云

〟
｢
奉
ち

の
く

孜
著

し

貰
十

丁
葺

け
･/
上
菅

と

-
て
田
制
覇

接
着

力
E
f
菅

を
政

所

モ
モ

刀
で
J
宥

一
巻

の
頗

阿
琴
簿

lり
石
富

治
賓

と
郡

J
頻

､
組

･
町

､
村

の
空

軍
,
膏

二
替

考
JJLj
貰

三
菅

の
新

田
頼

発

､

田

尺
制
な

ど
士

柑
御
葉
.

対
位

田
鹿
な

ど

の
湖
東

剣
喪

､

.
田
畑
収
納

Fi
完
草

､
第

四
号
(i
知
行

田
t
社

寺
卑

相

田
､

宅

地

rv
細
東

の
細
鞠

な
ど

に
蘭

す
石
壁
封
を

晩
発

-
て
い

石

″
同
貰
十

二
廉

Tl
､
中
老

と

し
て
廃

嫡
⊥
八
巻
を

取

崩
モ

モ
の

で

､
斉

石
巻

の
山
林

寒
野
紹

複
利

-
山
林

官
命

､
山

方

役
人

､
山
林
東

J
相

乗

役
鴇

に
準

下
役

■
林

塙

､
轟

音

税

へ
盟
山

'
渥
早

､
宥
六
書

誓

戸
口
密

教
､
牛

南
鬼
教

と

窟

指
事

'
舶
舶

'
本
主

役

､
賓
と
着

の
溝

得
を

.I寸
じ

か
諸

富
鴬

､
藷

愚
人

の
得
亨

､
演

錦
兼

J
塩

喜

､
藷

弓

の
こ
と
､

考

八
巻

の
宵

析

及
び
演

の
所

在

と
藷

花
享

､
滑

ヒ
移

出
米
J
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カ
ネ

､
卑
類

語
箸

の
移

出

､
燈
開
音

の
二
と

'
貰

九
番

の

宿

駅

､
伝

馬
触
寒

､
貴

大
額
江
戸
喝
船

､
箪

十
背

の
落
書

宥

と
そ

の
占

め
の
入
貢
風

他
方
法

､
天

工
亨

官

工
勅

な
ど

に
帝

す
ち
噴

射

音
場

鐸

-
て

い
ち

さす
な

み
に

､
老
素

姓

者

と
補
凄

l
巻

は

下
巻

と

し
て
好

/ヽ
刊
行
さ
か
ス
ケ
子
守
で

あ

る
〝

碓
右
史
涛

L
iL軍
帯
史

の
床
宅

は
藩

療

nL
ち

い
と

J,
･,:
加
､

棄

在
寸

言
空
身
を

拝
金

に
集

め
至

言

か
貰

I
の
仕
事

で

あ

り

t
そ

れ
ら

の
史
封

を

牢

確
暮=
今
林
す

吉
〓
ヒ
水
貫

二

の
仕
官

で
奉

り
･
そ

の
令
兼

官
章
と

＼
(a)
rl,
志
向

凄

点
卓

曙
超

し

て

5:-
く

QT
が
寡

言

の
仕
事

で
iS
否
っ

そ
刈

り

の
歯

脊

i
l膚
義

し
て
い
石

蕗

々
に

と

っ
て
･
本
書

の
存

在
持
境

に
有
奮

い
毛

の
で
訴

=-
J
耳
署

の
中

ヒ
は

華
南

席

の
糞

多

く

の
賭

千
･
二

ヾ
lJf?
官
蔵

i/)
か

て

い
る

の
で
布

石
C
嶺

早
社

会

経
済

堤

の
濃
尾
者

は
'
す

.(
か
＼

り
く
琉
書

を
繁

簡

玩

味

せ
ら
･7TS
･
塙
力
し
て
同
項
の
追
求
11
あ
た
ら
か
ち
･Ll
､つ
串

待

し
て
窄
ま
青

い
し
′私
モ
itl
た

､
樋

の
機
会

に
席
青

の
尭

乗
を
者
表

さ
せ

て
痛

く
∩
′も
り
で
あ

石

｡
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